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例会報告

第84回例会

日時・場所 2010年 12月11日(土)13:30-16:45於文学部新館第一講義室

研究発表 「契丹語研究の現段階」

武内康則(京都大学)

「トーロ語における他動詞の自動詞的用法」

梶茂樹(京都大学)

第85回例会

日時・場所 2011年4月9日(土)13:30-16:45於文学部新館第一講義室

研究発表 「延辺朝鮮語の音韻」

申英姫(京都大学)

「比較対応の幻想」

吉田和彦(京都大学)

第86回例会

日時・場所 2011年7月9日(土)13:30-16:45於文学部新館第一講義室

研究発表 「サモエード諸語とツングース諸語」

松本亮(京都大学)

「ソグド語文献研究と言語学」

吉田豊(京都大学)
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契丹語研究の現段階

武内康則

契丹語は歴史上で契丹と呼ばれていた民族の使用した言語である。契丹語は

死語となっており、現在も十分には解明されていない。本発表では契丹語につ

いての近年の研究を紹介し、契丹語文献に現れる中国語からの借用語の特徴や

統計を用いた音価推定の試みについて論じた。

はじめに契丹語の資料について解説した。契丹語の言語資料は大きく分けて、

漢字によって音写された語葉と契丹文字で記された資料がある。契丹文字資料

は近年陸続と発見されており、契丹小字の初歩的な解読に成功した 1980年代と

比べると契丹文墓誌の量は数倍となっている。契丹文字の解読も進み、契丹文

墓誌については墓主の親縁関係や経歴を読み取ることが可能となっている。近

年発表された契丹語の研究や資料について紹介を行った。

次にモンゴル諸語や鮮卑系の言語との比較から契丹語の言語特徴について論

じた。拓政語うaqanI狗(笥)J;契丹語伏カJ1-aqI犬」のような硬口蓋鼻音の

存在、拓政語*eulen I雲J;契丹語忠平 gu-ul I雲J;モンゴル文語 egule-n I雲」

などに見られる母音聞の-g-の脱落、契丹語土平久 p-ul-ug I閏J，満州語 fulu

「多い，余ったJ，中期モンゴル語 hule'u I多飴」に見られる p-などの特徴が

契丹語に見られることを示した。

契丹文字が使用されていた当時には、中国語との接触があったために、契丹

文中には多くの中国語からの借用語がみられる。中国語は喉音に関しては比較

的単純な音韻体系であるのに対し、契丹語と関係があるとされるモンゴ、ル諸語

は比較的複雑である。ウイグル文字によって記されたモンゴ、ル語資料に見られ

る中国語からの借用語の表記と比較することによって、当時の中国語の音声的

な特徴を明らかにし、契丹文字の表記には中国語においては同じ音素の範轄と

して知覚される異音が、軟口蓋や口蓋垂において複雑な音韻体系をもっ契丹語

の使用者には異なった音として知覚され、書き分けられていたことを示した。

最後に契丹語に存在する母音調和や契丹小字の表音方法の特徴を利用し、電

子化された契丹小字テキストに対して統計的な分析を行うことで、それぞれの

文字が含む母音の性質を推定することが可能であることを示した。

(たけうちやすのり)
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トーロ語における他動調の自動調的用法

梶茂樹

京都大学大学院アジア ・アフ リカ地域研究研究科

ウガンダ西部のパンツー形の トーロ語では、「開けるJI閉めるJI壊すJI曲げる」など、典

型的な他動詞が、そのままの形で自動詞と して用いられることがある。

(1 ) a. KasukaE li a-ki.ng-ur-ire orwi亘gi.→ Kasuka副i

orwiEgl. 

Kasukaali( cl.l) SPR( cl.l)叩 en・TR・PERF door 
“Kasukaali has opened the door." 

aki.ngwiEre 

b. OrwiEgi ru-ki.ng-ur-ire. → Orwi亘giruki.ngwiEre. 

door( cl.ll) SPR( cl.ll )-open-TR-PERF 
“The door has been opened by somebody， and is open as a result." 

c. OrwiEgi ru-kiong-uk-ire. 

door( cl.ll) SPR( cl.ll)叩 en-悶 TR-PERF
“The door has opened by itself， and is open as a result." 

(1a)において動詞-ki.ng・ur-I開ける」は他動詞である。それが他動詞であることは、他動を

示す接尾辞-ur-によって示されている。(lb)においては、その同じ動詞がそのままの形で自動

詞と して用いられている。もちろん「 ドアが聞いた」という ことは(1c)のように自動詞-kiδng-uk・

で表現することも可能である。-uk-は自動を示す接尾辞である。(lb)と(lc)はどちらも 「ドアが

聞いている」ことを表すが、(lc)が自然に、あるいは風などによって聞いたと言うニュアンス

があるのに対して、 (1b)はそこに人為的なものを感じる。中に人がいるという ことを暗示する

のである。

ただし、この他動詞の自動詞的用法が可能になるためには、動詞は(2)の2つの条件を満

たさなければならない。

(2) a. 他動詞は、「人間」を主語と し 「物Jを目的語とするものでなければならない。

例えば「殴るJI殺す」など 「人」を目的語と しうるものは用いられない。

b. 完了語尾ーire/・ereがついた時制/アスペク ト/叙法でしか用いられない。

なお(lb)は受身形のように訳しであるが、この言語では受身構文は行為者を示さなければな

らないのに対して、この他動詞の自動詞的用法では行為者は示されない。また、この他動詞

の自動詞的用法は、・ta.ndik-I始める、始まる」のような自他共用動詞とも異なる。自他共

用動詞は原則 どんな時制/アスペク ト/叙法でも用いられるが、この他動詞の自動詞的用法

では、完了語尾-ire/-ereが付いた時制/アスペク ト/叙法でしか用いられないのである。

(かじ しげき)
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延辺朝鮮語の音韻的研究

申英姫

延辺朝鮮語は中国吉林省延辺朝鮮族自治州にて使用されている言語である。本発表では、

延辺朝鮮語に特徴的なピッチアクセントや借用語の音韻について論じた。延辺朝鮮語はピ

ッチアクセントを持つ言語で、あり、基本的に一語につきーか所高調の音節がある。収集し

た 1807個の名調のアクセントの分布を調べた結果、全ての音節が低調で、現れる“0"パター

ンのもの(この際には付加された格助詞が高調となる)を除き、固有語では語末音節がデ

フォルトのアクセント位置であり、アクセントの位置は語葉的に決まっていることが再確

認された。その一方で、外来語 (508個の名詞)においては、次末音節がデフォル トのアク

セントの位置であり、アクセントの位置が揺れる語では、ひとつのヴアリアントは必ず次

末音節の位置にアクセン トがある。また、次末音節以外の位置にアクセントがある場合、

その音節は重い音節である。借用の過程で母音が挿入された音節は、次末音節の位置でな

い限りは通常アクセントを持つことはない。更にアクセントの位置は音韻的な条件に加え、

その語が日常生活に定着しているかどうかという社会言語学的なパラメータ(ファミリア

リティ)も関与しており、日常生活に定着している語では音節構造に関係なく語末音節の

位置にアクセントが落ちる傾向があることを論じた。外来語の導入経路についても考察を

加えた。延辺朝鮮語が朝鮮半島で使用されている朝鮮語と異なる特徴の一つは現代中国語

からの借用語である。901語の現代中国語からの借用語を対象とした分析の結果、アクセン

トは原語(現代中国語)の声調とはっきりとした対応を示すことが明らかになった。2音節

以上の現代中国語借用語は語の長さに関係なくアクセントは語末音節か次末音節かのどち

らかに出現し、原語の声調調値の組み合わせによってそのアクセントパターンをある程度

説明することができた。また、アンケート調査の結果、現代中国語からの借用語において

は、アクセントの位置についてもファミリアリティが関係しており、日常生活に定着して

いる語は語末音節にアクセントを持つ傾向があり、逆に定着していない語は次末音節か、

次末音節と語末音節の問で揺れが見られる傾向があることを示した。現代中国語と借用語

間の子音の対応についても考察を加えた。現代中国語の無気閉鎖音は借用語において語頭

では主に濃音で、語中では濃音 ・平音及びオプショナル(濃音と平音のどちらも容認され

る)で現れる。現代中国語の歯擦音に関しては、語頭 ・語中ともに主に濃音で現れる。こ

れには現代中国語の阻害音の音韻環境、即ち声調 ・韻尾の種類 ・母音の広さなどの要因が

延辺朝鮮語の話者の濃音 ・平音の認識に大きな影響を与えていると考えた。また、アンケ

ー ト調査の結果、語中での子音の対応には借用語のファミリアリティが関与しており、日

常生活に定着している語における阻害音は語中で平音、或いはオプショナルで、現れる傾向

があり、逆に定着していない語における阻害音は濃音で現れる傾向があることを示した。

(しんえいき)
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比彰樹応の幻想

吉田和彦

ギリシア評μav、ヒッタイト語ー(]J)]Ja加(i)、リュキア語ーχagaという 1人材半数中・

受動態過去語尾は一見したところ規則的に対応し、本-h2eh2eとし1うネ田安に遡るよう

に思える。しかしながら本発表では、これらの3つがそれぞれの言語内部の歴史の

なかで、二次的につくられた形式であると主張した。その理由はつぎのとおりである。

基本語尾*ーh2eが反復される形態変化は後期ヒッタイト語の時期に顕著にみられる

が、反復語尾だけでなく非反復語尾もなお存続しており、両者のあいだに付機能的

差異がない。もし印腕且語やアナトリア祖語の時期に反復語尾がつくられていたと

するなら、 1千年以上にわたって反復語尾と非反復語尾が自由変異の関係にあった

ことになる。このようなきわめて進行速度の遅い言語変化は手閉難句である。

うえの3つの語尾のうち、ヒッタイト語のー(]J)担a]Jaとしづ反復語尾については、

かなり正確なかたちでその先史を復元することができる。 1人材半数中・受動髄品

去語尾丸h2eは、同じ語尾をとってし叱1人材単数)Ji-動詞晶去語尾から形式的こ区別

される必要があったために、前ヒッタイト一面コ時期に反復されるようになった。反

復語尾がまず過去形につくられたことは、リュキア語の反復語尾-χagaがやはり過

去形であることからも裏付けられる。反復語尾は後に現J旬多と命令形にも広がった

が、後期ヒッタイト語の時期になっても非反復語尾を恵問愛するまで、には至っていな

し1。また随意的に過去語尾に付与される-tiが母音問で一貫してシングルで、書かれて

いる理由は、子音の~~イほ見則が前ヒッタイト語の時期になお作用していたことによ

る。これに対して、ギリシア語-μavの成立に関しては語尾の反復は関与していなし1。

語末母音脱落を受けた*も(く *-h2e)に、対応する能動態語尾の影響が加わった

*呼-h2-m(> *-mam)から、おそらく音法則によって規則的に導カれたと考えられる。

本発表では、丸h2eh2eとしづ祖形の再建が約400年にわたるヒッタイト語内部の

歴史と相容れられないとしづ根拠に基づいて、ギリシア語-μav、ヒッタイト語

ー(]J)]Ja]Jat(i)、リュキア語"χagaが間源ではないとと、したがって*弘eh2eという祖j診

が幻想、であることを主張した。ここでの分析は、新たなデータの追加やよりすぐれ

た解釈によってつねに改変されうるという祖語に内在する性格をよく例証している

ように，思える。

もとより祖語の再建という目標に向けて、比較方法がきわめて重要な役割を果た

すことはしづまでもな凡そして、比較方法を適用するときには、祖語の相教をで

きるだけ多く導き出したいとしづ思いに駆られることもあるだろう。しかしながら

同時に、比較方法には限界があるとし、うことを議哉する必要がある。

(よしだかずひこ)
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サモエード諸語とツングース諸語

松本亮

ツングース諸語はエニセイ)11からオホーツク海にかけて東シベリアに広く分布し、サ

モエード諸語はエニセイ)11からコラ半島へかけて北極海沿岸に分布する。系統関係

はないが、エニセイ川流域において両言語の分布域は接しており、接触関係につい

てこれまでも議論になってきた。

本発表では、まず、シベリア少数言語の言語使用状況を紹介した。続いて、アルタイ

諸語のひとつとして日本では比較的なじみのあるツングース諸語に対して、知名度の

ないサモエード諸語、特にネネツ語について、先行研究と発表者がロシアで、母語話者

から聴取したデータをもとに概観した。

そして、サモエード諸語とツングース諸語の言語接触の可能性について探る。言語

連合を為すような強い接触関係にはなかったものの、ツングース諸語の中で、もエヴェ

ンキ語とサモエード諸語は、歴史的にシベリア南部やノ〈イカル、湖周辺からエニセイ川

を北上するように広がって移動してきたことから、ある程度の接触、そしてそれにともな

う言語変化の可能性がある。先行研究では主に借用語に関して論じられてきたが、本

発表では、 当該地域での言語類型論的観点から、エヴェンキ語とサモエード諸語の聞

に観察される、接触による言語変化、収数の可能性がある文法的特徴を挙げた:項目

を列挙すると、借用語の関係、派生接辞の使用程度、指定格あるいは予定格の存在、

所有構造の類似、動詞否定形の形成方法、文法的一致の存在、動詞分詞形の述語

使用、そして動詞条件副動詞形とそれにつく人称接辞、について説明した。

たとえば、ツングース諸語もサモエード諸語も、動詞語幹につく派生接辞が多く、生

産的であるが、他のチュルク系諸語やウラル諸語にみられるような動詞連続はほとんど

見られない。また、エヴェンキ語には不定対格と呼ばれる接辞があり、所有形と結びつ

くと、その所有接辞により表される者に向けられた行為がこれから行われることを示す

が、サモエード諸語にも同じような用法をもっ「予定的人称所有形」としづ名詞パラダイ

ムが、通常の人称所有形とは別に存在する(他のウラル諸語には存在しないとされ

る)。

これらの類似は、他の同系とされるような諸言語と比べてみても、極めて局地的に似

通った特徴を示しているが、いかにして接触による変化の結果とみるのか、あるいは偶

然の一致とみるのかは、今後のテーマで、ある。

(まつもとりょう)

163 



京都大学言語学懇話会 2010-2011年度活動報告

ソグド語文献研究と言語研究

吉田豊

京都大学の言語学教室には，文献こ記録された死語を言語学的に研究する伝統がある.本学の名誉

樹受である庄垣内正弘現京都産業大学謝受は，このような研究を「文献言辞」と呼んでいる.この

発表ではこの「文献言吾学」的研究の例として，中世イラン語のー支であるソグド語で書かれた文献

を取り上げて，研究の方法や成果について解説した.

まず最初に，現在ベルリンのトルファン学研知芳が保管する未発表の仏教ソグド語文献である So

13403 + So 19000 + So 10781をとりあげたこの3断片は互いに接合し一葉の短行員葉を

形作る.欄外のタイトルからこれが「金岡備」と呼{協もた， r銅 帆賭経』の注釈書の一部であったこ
とがわかる.残念ながらその原典は見つからなし、が，裏面の 12-18行目には『銅版苦経』からの引

用が見える.この部分には (yp'kZyθ工zmy) f' k' nとし、う従来知られていない動詞の形式が見

られる.対応する漢文原典は「応自責|虫(まさに曝恨=yp' k ZYθrzmyを)生ずべかりしならん)J

となっている.文脈と原典から判断して，この動詞形は過去の反事実を表していたと推定される.こ

の推定は漢文原典が依拠した矯苦原典にみられる条件法の動詞abhavisミya七からも支持される.こ

の党語形出品去を表す加音 (augment)及び人称語尾 -tと未来を表す動詞語幹 bhavis:2:ya-fこ分

析できるが，ソグド苦でも全く同様で，過去を表す動詞形 f'I~になった」と未来を表す小辞 k'n

の組み合わせになっている.過去の反事実を表す動京彫断道来知られていないが，ここに見つかるの

はその例であると考えられる.実際，同じ組み合わせは，既に発表されていたマニ教文献にも現れて

おり，当該の文献を発表したw.Sundermannは気づいていなかったが，文脈から過去の反事実を表

していたことが判明する.原典を比定することによってソグド藷の新しい文法範曙が発見されること

になった.

次にソグド言師究の揺監期20世克己の初めにF.W. K. Mulle工が発表した，キリスト教ソグド藷

の一つの写本(従来は c5と呼はれる)fこ見られる文法現象について論じた.この文献には，ほかの

ソグド活文献には見られない鞘敷として，他動詞の直張目的語の一部が，斜格の語尾一〈をとるとし、

う珍現象がある.これも従来十分に謂哉されていなかった事実で、ある. しかるに 1980年代から，類

型論の枠組みで行われた研究により， Differential Object Marking(= DOM)と呼ばれる格に

関する通言語学的現象が確認されている.これは他動詞の目的語が，有生性 (animacy)や定性

(defini teness)によって異なる格形式をとる現象のことである.C5に見られる上述の鞘蚊も∞M

の現象であると推測されるが，実際c5全体を調査すると，人間を指示ししカも def工niteな名調や

人称代名詞にだけ見られる現象であることが確認できる.∞M の発見者であり命名者でもある G.

Bossong (Emp工r工scheUn工versal工enforschung・ D工fferent工elleObjektmark工erung

in den neuiranischen Sprachen， Tubingen， 1985)は，現代イラン諸方言における ∞M

現象を扱っている.彼はD閣は現代諸方言にのみ見られ，古代語や中世語には見られないとしている

が，この見解は改められなければならないだろう(よしだ ゆたか)
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r京都大学言語学研究J (31号)の原稿募集について

京都大学言語学研究 (31号)の原稿を募集します。投稿される方は次の執筆要項によりご提

出下さい。

執筆要項

1.提出原稿

・原稿種別は以下の通りとする。

一研究論文、研究ノート、書評

.完全原稿を提出すること。

・印刷原稿、 電子記録媒体 (FD，MO， CD-Rなど)、もしくは電子メールでの投稿を受

け付ける。別途用紙もしくは電子ファイルに以下の項目を記載して提出すること。

ー題目

ー執筆者名ふりがな

ー原稿種別(研究論文、研究ノート、 書評)

一ページ数(要旨は含めない)

一所属機関

一連絡先(郵便番号、住所、 電話 ・FAX番号、 e-mailアドレス)

-原稿の分野を表すキーワード (3"'5個)

ー要旨を英語以外の言語で提出する場合は英文タイトル

・電子ファイルで、提出する場合は、 PDF形式で提出すること。

・提出原稿に特殊なフォントが含まれている場合、当該フォントが埋め込まれている

PDFで提出することが望ましい。

• PDF以外のファイル形式で、提出する場合は編集委員会までご相談下さい。

2.研究論文

・原稿枚数原則として、図表などを含め A4版用紙30枚以内とする。これを超える

原稿についても投稿を受け付けるが、採用された場合でも、掲載が 32号以降にな

ることカまある。

・文字のサイズ日本語論文は明朝体 12ポイント (1行 37字程度)・1ページ 35行

程度、欧文論文は Times系 12ポイント・ 1ページ 35行程度(1.5スペース程度)

とする。

・原稿の余白設定等各ページのマージンを上下左右:30、35、30、30mmとる。印

刷原稿で提出する場合、ページ番号は印字せず、右下隅に鉛筆で記入する。

・タイトルと氏名 1ページ目のはじめにタイトルと氏名(中央揃え)を入れること。

タイトルは 14ポイント太字とする。なお、タイトルの上部には 2行分の余白を設

け、タイトルと氏名の聞に 1行分、氏名と本文はじまりとの聞に 2行分の余白を設

ける。匿名査読制のため、本文中に執筆者の氏名は入れないこと。また、本人が特

定できるような表現はできるだけ避けること。
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-注について注は通し番号をつけ、各ページの末尾におく 。文字サイズは 10から

11ポイントとすることが望ましい。

・要旨 A4版用紙 1枚の要旨を付ける。要旨は本文と異なる言語で書くのが望まし

い。原稿のスタイルやタイトルと氏名の体裁については上記に準ずる。要旨文のは

じまりの左上部に「要旨Jr AbstractJ等と太字で表記し、要旨文のはじまりとの問

にl行分の余白を設けること。

・採否編集委員会で決定し、原稿受付より二ヶ月以内に採否を連絡する。

・原稿締切日原稿は随時受け付ける。ただし、 2012年6月30日を過ぎて到着した

論文については、採用された場合第 31号ではなく、それ以降の号への掲載とする。

3.研究ノート

原稿枚数は A4版用紙 20枚以内とする。体裁、採否、原稿締切日等は研究論文に準

ずる。

4.書評

原稿枚数は A4版用紙 15枚以内とする。体裁、採否、原稿締切日等は研究論文に準

ずる。

5.連絡先

投稿は下記住所にて受け付けます。

6.その{tH

干606-8501京都市左京区吉田本町

京都大学大学院文学研究科言語学研究室

電話/Fax: (075) 753-2827 

電子メール:KULR-edit@ling.bun.kyoto-u.ac.jp 

・原稿及び電子記録媒体は原則として返却いたしません。

・ g¥TEXで執筆する場合は、上記の書式に合わせたスタイルファイルを用意していま

すので、編集委員まで御連絡下さい。

・執筆者には、掲載号 l部と掲載論文の電子ファイルを進呈いたします。抜刷を希望

する方には実費にて作成いたします。

・第 31号は、 2012年 12月発行を予定しています。

・京都大学言語学研究室は、掲載原稿を電子的な手段で公開・配布する権利を有する

ものとします0

・研究論文と研究ノートに関しては、同一執筆者による複数の投稿は認めません。
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執筆者紹介

Priya Ananth 

鈴木博之

高思淑

ノミルプナルメテイン

トートルディ

川澄哲也

編集後記

Middle Tennessee State University 

プロヴアンス大学jCNRSj日本学術振興会

一橋大学

岡山大学

京都大学

福岡大学

『京都大学言語学研究.n(第30号)の発行に際し、多くの方々からのご協力を賜り

ました。この場をお借りして、御礼申し上げます。また、本誌は京都大学学術情報リ

ポジトリ (KURENAI)にて電子ジャーナルとしても公開されております。下記URL

よりご利用ください。

http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/bulletin/kulrf 

次号より論文と研究ノートに加えて、書評の投稿も受け付けることになりました。

詳しくは原稿募集のページをご覧ください。皆様のご投稿をお待ちしております。

今後とも『京都大学言語学研究』をよろしくお願いいたします。

編集委員長
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